
（図２『発展名鑑』、日本ハワイ移民資料館蔵）

さらに、『かむろ』第 84号(1929)には、中田が
同じく沖家室島出身の大谷松治郎と共に、沖家室

小学校に米国製のピアノを寄贈したこと、そして

第 86号(1930)にはそのピアノの様子が記されてい
る。先に確認したように、教育の力を用いて島の

外で立身出世を果たし、その成果を島に還元する

「公共」の精神は、『かむろ』の言説空間におい

て、愛郷精神とともに繰り返し言及された言葉で

あった。中田由松はこの点において、まさに『か

むろ』の申し子であった。

５５．．最最後後にに

本稿では山口大学研究推進体「人と移動研究推

進体」、及び、山口大学山口学研究プロジェクト

「山口県におけるハワイ移民のビックデータ解析

と新規事業の創出」で実施した、一地方の機関誌

『かむろ』の研究が、世界的作家であるロンドン

の研究において、長らく謎であった事項を解明し

たことを報告した。この発見は地方の知を活用す

ることの重要性を明示していると言えよう。

今後はハワイやカリフォルニア州で発行されて

いた邦字新聞なども含めて、中田由松が寄稿した

記事の存在を確認しながら中田の活動の跡を探り、

ロンドンとの交流の様を探っていきたい。

さらに、中田由松との交流がジャック・ロンド

ンの創作にどのような影響を及ぼしたのかについ

1 『かむろ』は第 14号以降、季刊誌から月刊誌になる。月刊誌に
なって以降の『かむろ』の特徴については今後の課題である。
2 『かむろ』創刊号の巻頭ページには「家室」および「かむろ」

への思いがまとめられている。「創刊号最初のページに掲載され

たこの文章は、雑誌『かむろ』とは想像的共同体＜カムロ＞—現
実に存在する地域であると同時に、人々の心の中に存在する理想

郷—を人々が協同し創造していく場であることを宣言しているの
である。」(藤原(2020))
3ロンドンの人種に対する姿勢については再検討されている。
Daniel A. Metraux, “Jack London and The Yellow Peril” History,
Literature, and the Construction of “Memory” in Asia, volume
14:1(Spring 2009) 2009.

ては、ロンドンとハーンとの関係性と共に、今後

の課題としたい。

謝謝辞辞

日本ハワイ移民資料館所蔵資料について、西田

純子氏に大変お世話になりました。お礼申し上げ

ます。

本稿は、科学研究費助成事業（20K12996）「ラ
フカディオ・ハーンの分野横断的研究－ハーンの

翻訳・創作・教育の相互影響関係」、山口大学研

究推進体「人と移動研究推進体」、山口大学山口

学研究プロジェクト「山口県におけるハワイ移民

のビックデータ解析と新規事業の創出」の研究成

果である。
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山山口口のの自自然然ととジジオオパパーークク  --  地地球球目目線線のの学学びび  --  

Nature and Geoparks in Yamaguchi 

脇脇田田浩浩二二  

Koji Wakita 

山口大学地域未来創生センター 

Yamaguchi University Community Future Center 
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Wakita et al., 2021
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図 9 日本のプレート配置 (気象庁, 2021) 
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24  

25 ( ) 

秋吉台ジオパーク地域には、後期三畳紀(約 2.3 億

年前）に堆積した美祢層群が分布している。美祢層群

は、秋吉石灰岩を含む付加体が次第に成長して、付加

体が陸上に出たとき、その上に重なって堆積した地層

である(図 26)。美祢層群は、下位より平原層・桃の木

層・麻生層と３つに細分されている。平原層は、内湾や

浅い海、桃の木層は、三角州や湖沼、麻生層は浅海で

形成された(図 27)。これらの地層が堆積した場所には、

当時シダ植物などが沢山繁茂して大森林が広がってお

り、美祢層群にはトクサ・シダ・ソテツ・イチョウ・球果類な

どの植物化石が含まれる。ディキノドンという大型の草

食動物も発見されている。近くの川や湖には二枚貝が

生息し、森の木々の間をハチやトンボなど多くの昆虫が

飛び回っていた。そんな昆虫の中にハバチの新種が発

見された(Oyama and Maeda, 2020)。 

森の草木は土砂の中に埋もれて、土の中で有機物と

なり、地中の温度や圧力で石炭となった。石炭層は美

祢層群全体に含まれているが、桃の木層に最も多く含

まれている(図 28)。桃の木層の石炭を主に採掘してい

たのが、大嶺炭田である。大嶺炭田は、明治初期に発

見され、明治 20 年には利用が開始された。大嶺炭田の

石炭が炭化が進んだ無煙炭(炭素含有量 90％以上）で

あったことから、日本海軍に燃料として利用されたが、

2002 年に閉山した。 

26  

27  

28  
(Mine ) 

秋吉石灰岩の周囲には、銅山（一部銀山）が点在し

ており、代表格が長登銅山である（図 29）。これらの銅

山は、約２〜３億年前に出来た石灰岩を、約１億年前に

発生したマグマが石灰岩との接触部で化学反応を起こ

し、銅や銀・コバルトなどを含む鉱物を晶出させたことに

起因している。石灰岩などの炭酸塩岩と、マグマ活動に

よって発生する熱水が反応することで生まれたスカルン

鉱床であり(図 30)、様々なスカルン鉱物が形成されてい

る (Nagashima et al., 2021)。長登銅山近傍のマグマは

29
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その後冷却して花の山花崗斑岩となっている。長登銅

山の銅鉱石の化学成分が、奈良の東大寺の初期の大

仏建立に使われた銅と長登の銅の化学成分と一致する

ことから、長登の銅が奈良時代における東大寺の大仏

建立に用いられた可能性が指摘されている。長登銅山

は、７世紀頃から 1960 年代まで断続的に操業されてき

た日本を代表する銅山である。 

図 29 長登銅山跡 
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(よわら)

31  
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  ( ,2017 ) 

34 ( )
(Mine )

35 
(Mine )
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萩ジオパークのメインの拠点施設として、萩市役
所の道路を挟んだ向かい側の萩明倫学舎内に萩ジオ
パークビジターセンターがある(図 40)。笠⼭⼭頂展
望台の３階には萩ジオパークの展⽰施設兼休憩スペ
ースがあり、2 階のカフェ「⺎⺎」はジオパークの
コンセプトを具現化した施設である。イラオ⽕⼭灰
層観察施設は、伊良尾⼭の噴⽕によって堆積した溶
岩や⽕⼭灰の様⼦を⽣々しく観察できる施設である。

また、⻑⾨峡の近くの⼭⼝市阿東篠⽬には活断層
露頭保存施設があり、岩盤を貫いた断層の様⼦が観
察できる。萩市弥富地区の「⿓が通った道」は、伊
良⼭の噴⽕によって流れ出た溶岩が冷却してできた
柱状節理の不思議な形を⽥万川沿いに⾒ることがで
きる。萩市内には⼭⼝⼤学萩サテライトがあり、ジ
オパーク活動にも活⽤されている(図 41)。

萩ジオパークの主なジオサイトは、以下の通りで
ある。① 笠⼭、 ② イラオ⽕⼭灰露頭、  ③ 畳
ヶ淵、  ④ 猿屋の滝、 ⿓鱗郷、 ⑤ 千⽯台安⼭岩、 
⑥ 伏⾺⼭スコリア丘、 ⑦  鶴巻池、 ⑧ 鍋⼭、 ⑨
宇⽣賀の埋もれ⽊、 ⑩ 野坂⼭、 ⑪ 徳佐盆地、 ⑪
丁字の出合、 ⑫ ⾒島(本村漁港海岸、 ⽇崎、 イ
タジキ、 観⾳崎、 ⾒島北東海岸)、 ⑬ ⼭島⽕⼭
岩、 ⑭ ⾼⼭はんれい岩、 ⑮ 須佐層群(畳岩、 海
苔⽯、 平島礫岩層)、 ⑯ ⽥万川⽕⼭岩(千⽦、 宇
⾕、 道永の滝、 蒲原)、 ⑰ ⽥万川花崗岩(⼩川、 
⼟床、 鈴野川河床)、 ⑱ 阿武層群 (惣郷海岸、 清
ヶ浜、 第２断⿂瀑など 6 ヶ所)、 ⑲ 佐々並カルデ
ラ(5 箇所)、 ⑳ ⽠作のチャート、 ㉑ 半⽥⽯灰岩、 
㉒ 蔵⽬喜⽯灰岩

(萩ジオパーク推進協議会)
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46  
V2, ,2001  

47  

48

49

50 (

約 1 億年のマグマ活動で形成された花崗岩は⾵
化してマサ⼟になったのち、さらに細かい粘⼟へと
変化していく。こうして花崗岩が激しく⾵化して形
成された粘⼟は、古くから萩焼の原料となってきた
(図 51)。⼭⼝市鋳銭司地区や防府市⼤道(だいどう)
地区の⼤道⼟が萩焼の主要な原料であったが、現在
では様々な粘⼟を混ぜて、多様な作品が⽣み出され
ている。このように、約 1 億年前のマグマ活動
は、現在の私たちの⽣活とも密接に関わっているこ
とが分かる。

図 51 マグマと萩焼 (萩ジオパーク推進協議会)

55..44..
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約 1 億年のマグマ活動で形成された花崗岩は⾵
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